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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ  
米国債券インカムオープン 

 

愛称：夢咲月 

 
 

第124期（決算日：2022年９月８日） 

第125期（決算日：2022年11月８日） 

第126期（決算日：2023年１月10日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ 米国債券インカム

オープン」は、去る１月10日に第126期の決算を行い

ましたので、法令に基づいて第124期～第126期の運

用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／債券 

信託期間 
2023年１月12日［当初、無期限］まで(2002年
１月18日設定) 

運用方針 

マザーファンドを通じて、高格付けの米ドル
建ての公社債に分散投資を行います。実質組
入外貨建資産については、原則として為替
ヘッジを行いません。マザーファンドの運用
は、モルガン・スタンレー・インベストメン
ト・マネジメント・インクに委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

ＵＳボンドマザーファンド受益
証券を主要投資対象とします。こ
のほか、当ファンドで直接投資す
ることがあります。 

マ ザ ー 
ファンド 

米ドル建ての公社債を主要投資
対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません｡ 

分配方針 

経費等控除後の利子等収益および売買益(評
価益を含みます。)等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、経費等を控除後の利子等収
益等を中心に、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります｡ 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-920784-0000-20230110◇ 
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三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近15期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

112期(2020年９月８日) 6,745 50 △1.3 93.1 3.9 2,431 

113期(2020年11月９日) 6,497 50 △2.9 93.4 4.0 2,310 

114期(2021年１月８日) 6,442 50 △0.1 93.2 5.0 2,185 

115期(2021年３月８日) 6,520 50 2.0 93.3 9.6 2,157 

116期(2021年５月10日) 6,518 50 0.7 92.9 7.4 2,097 

117期(2021年７月８日) 6,680 30 2.9 94.4 4.6 2,113 

118期(2021年９月８日) 6,623 30 △0.4 93.8 1.3 2,045 

119期(2021年11月８日) 6,781 30 2.8 93.4 2.8 2,036 

120期(2022年１月11日) 6,707 30 △0.6 94.0 2.5 1,943 

121期(2022年３月８日) 6,579 30 △1.5 93.6 △1.8 1,833 

122期(2022年５月９日) 6,910 30 5.5 93.3 △4.7 1,855 

123期(2022年７月８日) 7,180 30 4.3 94.2 △1.9 1,884 

124期(2022年９月８日) 7,498 30 4.8 94.2 △1.3 1,942 

125期(2022年11月８日) 7,147 30 △4.3 93.5 △7.8 1,747 

126期(2023年１月10日) 6,815 0 △4.6 － － 1,522 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率  騰 落 率 

第124期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ 

2022年７月８日 7,180 － 94.2 △1.9 

７月末 7,238 0.8 94.2 △2.8 

８月末 7,290 1.5 94.0 △1.2 

(期  末)     

2022年９月８日 7,528 4.8 94.2 △1.3 

第125期 

(期  首)     

2022年９月８日 7,498 － 94.2 △1.3 

９月末 7,288 △2.8 94.4 △3.2 

10月末 7,347 △2.0 94.3 △5.1 

(期  末)     

2022年11月８日 7,177 △4.3 93.5 △7.8 

第126期 

(期  首)     

2022年11月８日 7,147 － 93.5 △7.8 

11月末 7,007 △2.0 93.8 △5.1 

12月末 6,804 △4.8 － － 

(期  末)     

2023年１月10日 6,815 △4.6 － － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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 運用経過 
第124期～第126期：2022年７月９日～2023年１月10日 

当作成期中の基準価額等の推移について 
 
基準価額等の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。 

※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。 

第124期首 7,180円 
第126期末 6,815円 
既払分配金 60円 
騰 落 率 －4.3％ 

（分配金再投資ベース） 
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基準価額の主な変動要因 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

基準価額は期間の初めに比べ4.3％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。 

基準価額の動き 

米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による積極的な金融引き締め
により米国の長期金利が上昇したことや、米ドルが対円で下落
したこと等が基準価額の下落要因となりました。 

下落要因 

債券利子収入を享受したこと等が基準価額の上昇要因となりま
した。 

上昇要因 

三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン
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投資環境について 

 
債券市況 
米国の長期金利は上昇しました。 
期間の初めから2022年７月末にかけては
各国中銀による積極的な金融引き締め姿
勢が景気減速につながるとの懸念などか
ら金利は低下しましたが、その後はイン
フレ高止まりの状態が長引くとの見方か
ら金利は上昇基調で推移しました。10月
の米消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場予
想を下回り低下したことなどで、インフ
レのピークアウトが意識され一時金利が
低下する局面もあったものの、日銀の金
融緩和政策の修正や欧米主要中銀の積極
的な利上げ姿勢などを受けて、期間を通
じてみると、米国の長期金利は上昇しま
した。 
 

為替市況 
米ドルは対円で下落しました。 
期間の初めから2022年７月末にかけて、
米景気減速懸念を受けて利上げ観測が後
退したことなどを背景に、日米金利差縮
小を見込んだ円高・米ドル安が進行しま
したが、その後、８月上旬から10月中旬
にかけては、大幅な利上げを続けるＦＲ
Ｂと、大規模な金融緩和政策を維持する
日銀との間で金融政策の方向性の違いが
意識され、円安・米ドル高が急速に進み
ました。10月以降はＣＰＩの結果などを
受けて、ＦＲＢの利上げペース減速観測
から米ドルへの下落圧力が強まったこと
や、日銀による金融緩和政策の修正を受
けて円が米ドルに対して買われる展開と
なり、期間を通じてみると、米ドルは対
円で下落しました。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて 

 
三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオー
プン 
ＵＳボンドマザーファンド受益証券への
投資を通じて、米ドル建ての公社債を高
位に組み入れた運用を行いました。 
 

ＵＳボンドマザーファンド 
ファンドのデュレーション（平均回収期
間や金利感応度）については、抑制的か
らほぼ中立的な投資スタンスで臨み、市
況に応じて機動的に対応しました。 
債券種別（セクター）配分については、
市場対比で国債や住宅ローン債権を担保

第124期～第126期：2022年７月９日～2023年１月10日

三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン
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としたモーゲージ証券（ＲＭＢＳ）を消
極的なスタンスとしました。また、市場
対比で事業債はファンダメンタルズの面
から魅力的な投資対象であり、緩和的な
金融環境が継続する中、相対的に利回り
が高い事業債には引き続き根強い需要が

あるとの考えから、積極的な投資スタン
スとしました。 
なお、2022年12月14日以降は、繰上償
還に向けて組入資産の売却を行い、資金
化をはかりました。 

 
 
当該投資信託のベンチマークとの差異について 

 
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。 
 

三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン
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分配金について 

 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み） 
 

項 目  
第124期 

2022年７月９日～ 
2022年９月８日 

 
第125期 

2022年９月９日～ 
2022年11月８日 

 
第126期 

2022年11月９日～ 
2023年１月10日 

 当期分配金（対基準価額比率）  30（0.399％）  30（0.418％）  －（－％） 

  当期の収益  30  30  － 

  当期の収益以外  －  －  － 

 翌期繰越分配対象額  515  517  540 

 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基

準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。 

 
 

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。） 
 
三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオー
プン 
ＵＳボンドマザーファンド受益証券を高
位に組み入れる方針です。 
 

ＵＳボンドマザーファンド 
繰上償還に向け、安定運用とする方針で
す。 

 
 

三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン
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１万口当たりの費用明細 

 
項目 

 第124期～第126期  
項目の概要 

 金額（円）  比率（％）  

(ａ)信 託 報 酬  42  0.589  (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数） 

 ( 投 信 会 社 )  (20)  (0.280)  ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価 
 ( 販 売 会 社 )  (20)  (0.280)  交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価 
 ( 受 託 会 社 )  (2)  (0.028)  ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価 

(ｂ)売買委託手数料  0  0.004  (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数 有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料 

 (先物・オプション)  (0)  (0.004)   

(ｃ)そ の 他 費 用  3  0.036  (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数 

 ( 保 管 費 用 )  (2)  (0.034)  有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 
 ( 監 査 費 用 )  (0)  (0.002)  ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 
 ( そ の 他 )  (0)  (0.000)  信託事務の処理等に要するその他諸費用 

合  計  45  0.629   

作成期中の平均基準価額は、7,171円です。   
 
（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税

等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。 

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。 

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。 

2022年７月９日～2023年１月10日

三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン
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（参考情報） 
■総経費率 
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.23％です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。 

 

三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン
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三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン

○売買及び取引の状況 (2022年７月９日～2023年１月10日) 

 

銘 柄 
第124期～第126期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
ＵＳボンドマザーファンド － － 137,398 302,000 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年７月９日～2023年１月10日) 

 

＜三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ＵＳボンドマザーファンド＞ 

区       分 

第124期～第126期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 － － － 1,813 1,420 78.3 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

○組入資産の明細 (2023年１月10日現在) 

 

銘 柄 
第123期末 第126期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＵＳボンドマザーファンド 856,323 718,924 1,515,708 
 
 
 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン

○投資信託財産の構成 (2023年１月10日現在) 

項 目 
第126期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＵＳボンドマザーファンド 1,515,708 99.3 

コール・ローン等、その他 10,293 0.7 

投資信託財産総額 1,526,001 100.0 
 
 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第124期末 第125期末 第126期末 

2022年９月８日現在 2022年11月８日現在 2023年１月10日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 1,953,734,635   1,760,524,588   1,526,001,700   

 コール・ローン等 20,697,203   21,499,479   10,292,701   

 ＵＳボンドマザーファンド(評価額) 1,933,037,432   1,739,025,109   1,515,708,999   

(B) 負債 11,546,986   12,744,514   3,274,384   

 未払収益分配金 7,770,876   7,336,305   －   

 未払解約金 52,965   1,796,546   47,543   

 未払信託報酬 3,709,362   3,598,276   3,214,913   

 未払利息 25   45   6   

 その他未払費用 13,758   13,342   11,922   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 1,942,187,649   1,747,780,074   1,522,727,316   

 元本 2,590,292,204   2,445,435,284   2,234,433,078   

 次期繰越損益金 △  648,104,555   △  697,655,210   △  711,705,762   

(D) 受益権総口数 2,590,292,204口 2,445,435,284口 2,234,433,078口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 7,498円 7,147円 6,815円 
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三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン

○損益の状況 

項 目 
第124期 第125期 第126期 

2022年７月９日～ 
2022年９月８日 

2022年９月９日～ 
2022年11月８日 

2022年11月９日～ 
2023年１月10日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 △        356   △        814   △      1,325   

 受取利息 －   1   25   

 支払利息 △        356   △        815   △      1,350   

(B) 有価証券売買損益 93,684,843   △ 74,950,758   △ 71,321,735   

 売買益 94,148,727   2,655,946   3,002,239   

 売買損 △    463,884   △ 77,606,704   △ 74,323,974   

(C) 信託報酬等 △  3,723,120   △  3,611,618   △  3,226,835   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 89,961,367   △ 78,563,190   △ 74,549,895   

(E) 前期繰越損益金 △288,418,386   △193,420,048   △252,211,227   

(F) 追加信託差損益金 △441,876,660   △418,335,667   △384,944,640   

 (配当等相当額) (  104,001,538)  (   98,347,921)  (   90,141,090)  

 (売買損益相当額) (△545,878,198)  (△516,683,588)  (△475,085,730)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △640,333,679   △690,318,905   △711,705,762   

(H) 収益分配金 △  7,770,876   △  7,336,305   0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △648,104,555   △697,655,210   △711,705,762   

 追加信託差損益金 △441,876,660   △418,335,667   △384,944,640   

 (配当等相当額) (  104,028,361)  (   98,371,089)  (   90,178,349)  

 (売買損益相当額) (△545,905,021)  (△516,706,756)  (△475,122,989)  

 分配準備積立金 29,414,707   28,070,248   30,669,822   

 繰越損益金 △235,642,602   △307,389,791   △357,430,944   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 
（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 
（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
＜注記事項＞ 
①作成期首（前作成期末）元本額 2,624,730,325円 
作成期中追加設定元本額 55,191,465円 
作成期中一部解約元本額 445,488,712円 
また、１口当たり純資産額は、作成期末0.6815円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は711,705,762円です。 
③分配金の計算過程 

項 目 
2022年７月９日～ 
2022年９月８日 

2022年９月９日～ 
2022年11月８日 

2022年11月９日～ 
2023年１月10日 

費用控除後の配当等収益額 10,421,235円 7,457,368円 4,832,982円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 

収益調整金額 104,028,361円 98,371,089円 90,178,349円 

分配準備積立金額 26,764,348円 27,949,185円 25,836,840円 

当ファンドの分配対象収益額 141,213,944円 133,777,642円 120,848,171円 

１万口当たり収益分配対象額 545円 547円 540円 

１万口当たり分配金額 30円 30円 －円 

収益分配金金額 7,770,876円 7,336,305円 －円 

④「ＵＳボンドマザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産に属
する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し、次に定める率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
信託財産の純資産総額 
150億円未満の部分 年10,000分の30 
150億円以上300億円未満の部分 年10,000分の25 
300億円以上600億円未満の部分 年10,000分の20 
600億円以上の部分 年10,000分の15 
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三菱ＵＦＪ 米国債券インカムオープン

○分配金のお知らせ  

 第124期 第125期 第126期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 0円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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